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麻生区内都市計画道路尻手黒川線道路築造（トンネル）工事の進捗状況について
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都市計画道路尻手黒川線は、市域を南北に縦貫する主要な幹線道路として、

これまで段階的に整備を進めて来ています。

本工事は、片平２丁目交差点から西側に新たな道路を整備するものであり、

周辺への影響を抑えるため一部の区間をトンネルで整備します。

４ 工事概要

２ 事業概要

３ 契約内容

片平２丁目
交差点

尻手黒川線Ⅳ期事業区間
L≒680ｍ

柿生
交差点

片平２丁目交差点付近

山岳トンネル【完成イメージ】

新設交差点付近

開削トンネル【完成イメージ】

【 縦 断 図 】
開削トンネル 山岳トンネル

【 断 面 図 】 【 断 面 図 】
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件 名 ： 都市計画道路尻手黒川線道路築造（トンネル）工事

工 期 ： 令和５年１０月１９日 ～ 令和８年３月３１日

※ 令和７年１月２３日のまちづくり委員会で約９カ月の工期延期が必要に

なると報告しています。

受 注 者 ： 西松・森本共同企業体

契 約 金 額 ： ２，７８３，０００，０００円

変更契約金額 ： ３，０５１，０３４，８００円

※ 想定している地層と異なった場合など、補助工法の追加等による事業費

の変更などが必要となる可能性があります。
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41.11m
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薬液注入範囲
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参考資料

本工事の山岳トンネルは、新オーストリアトンネル工法を用いて掘っています。

新オーストリアトンネル工法は通称ＮＡＴＭ（ナトム）工法と呼ばれ、これは英訳“Ｎｅｗ Ａｕｓｔｒｉａｎ Ｔｕｎｎｅｌｉｎｇ Ｍｅｔｈｏｄ”の頭文字からとったものです。

ＮＡＴＭ工法とは、地山の自立性を最大限に活用しながら

トンネルを掘削する工法です。掘削後にコンクリート吹

き付けやロックボルトなどの一次支保工を行い、地山と

支保工が一体となって安定を保ちます。

地山の固さや崩れやすさによって、吹き付けるコンクリ

ートの厚さやロックボルトの本数を調節でき、複雑な地

質に適した工法として知られています。

【 掘削 】 【 支保工建込み 】 【 補助工 】【 土砂搬出 】

【 施工状況 】

ＮＡＴＭ工法

1ｍごとに① ～ ④までの
サイクルを繰り返し
１ヶ月で約20ｍ
掘り進めます

ＮＡＴＭ工法
作業工程
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参考資料

開削トンネル施工状況

【 鉄筋組立 】

今後のスケジュール

【 作業土工 】 【 防水工 】

【 底版ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 】

写真①
【 トンネル接合部掘削状況 】6月30日時点

写真②
【 マンションへの仮設通路 】
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その１
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その２
(交差部・トンネル部)

備考

トンネル築造
工事

開削トンネル

山岳トンネル

その他

令和7年度 令和8年度 令和9年度

道路築造工事

インバート 覆 工掘 削 坑 門

トンネル貫通予定
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